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浅い海のどんなところにどんな
貝たちが生活しているかな？

　よくみると身近な海にもいろいろな環境

のちがいがあります。そして、その環境の

ちがいに応じてさまざまな種類の貝たちが

生活しています。

　上の図では、内海（内湾）を中心に代表

的な７つの環境の場所を示しています。Ａ

は、川が海に注ぐ河口近くの場所です。海

水と淡水が混じる環境です。Ｂは、内湾の

奥などに広がる泥
でいてい

底の干
ひ が た

潟です。Ｃは、内

湾の奥から中央の砂底の場所、Ｄは、内湾で

も中央付近で、水深が大きい泥底の場所で

10

す。Ｅは、内湾と外洋にかけての湾口部です。

潮の流れが速く砂
さ れ き て い

礫底となる場所です。Ｆ

は、外洋に面した沿岸で砂底が広がる浜です。

Ｇは、外洋に面し岩場の多い岩磯の場所です。

この７つの環境にはそれぞれに特徴的な貝

がすんでいます。

　貝が生活する場所を決めるいくつかの環

境の重要な要素があります。それは、ア）

海底の底
ていしつ

質（砂や泥といった底にたまって

いるもののちがい）、イ）海の深さ（水深

のちがい）、ウ）海水温、エ）塩の濃度（塩

辛さ）などです。

内
ないわん

湾と沿
えんがん

岸の環境と貝

内湾と沿岸における貝類群集ごとの環境。次のページなどを参考にＡ～Gにいる貝の名前を入れてみよう

解答例　Ａ：ヤマトシジミ、Ｂ：マガキ・イボウミニナ、Ｃ：ハマグリ・ア

サリ、Ｄ：ウラカガミ・イヨスダレ、Ｅ：イワガキ、Ｆ：ベンケイガイ・チョ

ウセンハマグリ・タンベイキサゴ、　Ｇ：アワビ・サザエ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｇ

Ｅ

Ｆ
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内湾と沿岸の貝
かいるいぐんしゅう

類群集の区分
　およそ 6000 年前に縄文海進の

ピークをむかえ、神奈川県でも谷

に沿って海が内陸まで入り込んで

いました。各地におぼれ谷がつく

られました。おぼれ谷では、外海

の波の影響をうけず、まわりの陸

から堆積物がもたらされます。湾

の奥に泥底の干潟がみられたり、

湾の中央で泥底の環境がみられる

のはこのためです。

　このような縄文海進によって各

地につくられた内湾や沿岸では、

干潟、砂底の内湾、泥底の内湾、

沿岸の砂浜などの環境がみられま

した。それぞれ環境ごとに特徴的

な貝たちが生活しています。

　縄文時代のおぼれ谷の地層から

は、二枚の殻がそろった状態で貝

化石が見つかることがあります。

この貝化石は生息していた場所

で化石になったことを示していま

す。見つかった貝化石がハマグリ

やアサリだとしたらどのようなこ

とがいえるでしょう？　ハマグリ

やアサリは内湾の中の干潟かそれ

より少し深い砂底、すなわち内湾

砂底の環境に生活しています。つ

まりは、ハマグリやアサリが見つ

かった地層は、内湾砂底であった

ということができます。

　このように生息地で埋もれた貝

化石を多く見つけることで、縄文

時代の内湾の様子をくわしく復元

することができます。内湾や沿岸

の環境に応じて貝類群集が分布し

ているからなのです。

　下の表は、貝の生活場所の環境

のちがいにより 11の貝類群集に

区分したものです。

縄文時代のおぼれ谷
　おぼれ谷とは、
陸地の谷が海面下
に沈んでつくられ
た湾のことです。
２万年前は海面の
高さが現在より低
かったため、現在
よりも陸上の谷が
深く削られていま
した。その深い谷
を埋めるように縄
文海進時におぼれ
谷がつくられてい
ったのです。

参考文献
松島義章，1984．日本列島にお
ける後氷期の浅海性貝類群集
－特に環境変遷に伴うその時
間・空間的変遷－，神奈川博
研報（自然科学）．
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内湾および沿岸での生息環境と貝類群集の区分（松島 ,1984 に加筆）
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内湾と沿岸にすむ貝
11

内湾や沿岸にすむ貝を
整理してみよう

感潮域群集

干潟群集
内湾砂底群集

内湾泥底群集

沿岸砂底群集
内湾岩礁性群集

砂礫底群集

　内
ないわん

湾と沿岸における代表的な貝
かいるいぐんしゅう

類群集を

示しました（裏頁も参照）。展示の実物標

本を見て、それぞれの貝の名前を照らし合

わせてみて下さい。なお、貝類群集の写真

中にあるスケールは３cmです。

a

b
c

a b

d
e

c

a

b

d ef c

a
b

d

a
b

感潮域群集 干潟群集

内湾砂底群集 内湾泥底群集

内湾岩礁性群集
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①感潮域群集：
a. ヌマコダキガイ
b. ヤマトシジミ

②干潟群集：
a. イボウミニナ
b.ウネナシトマヤガイ
c. ハイガイ
d. オキシジミ
e. マガキ

③内湾砂底群集：
a. アサリ
b. イボキサゴ
c. シオフキ
d. ハマグリ
e. サルボウ
f. カガミガイ

④内湾泥底群集：
a. イヨスダレ
b. ウラカガミ
c. アカガイ
d. トリガイ

⑤内湾岩礁性群集：
a.オオヘビガイ
b.キクザルガイ

⑥砂礫底群集：
a. ウチムラサキ
b. イタボガキ
c. イワガキ

⑨沿岸砂底群集：
a. ダンベイキサゴ
b. サトウガイ
c. ワスレガイ
d. ベンケイガイ
e. コタマガイ
f. チョウセンハマグリ

感
かんちょういき

潮域群集の貝たち
　感潮域群集は河口などで海水と

淡水が混ざる汽
き す い

水域にすむ貝たちで

す。この群集が栄えたのは、海面が

上昇して内湾ができはじめた海進初

期から、湾が最も拡大した縄文海進

最盛期まででした。その後は衰
すいたい

退し

て現在に至っています。

干潟群集の貝たち
　内湾奥部の塩のもっとも甘い泥質

底に分布する貝類群集です。この群

集は海面の上昇で内湾ができると最

初に出現し、湾奥に広がる干潟にす

みつき、縄文海進最盛期には最も発

展しました。その後海面が下がるの

につれて、泥干潟が狭まるとともに、

この群集も勢いが弱まり現在に至っ

ています。

内湾砂底群集の貝たち
　内湾の湾奥から湾央部に広がる

砂底にすむ貝たちが内湾砂底群集で

す。砂浜のみられる内湾を代表する

貝たちで、潮干狩りでなじみのある

貝です。縄文海進最盛期以降、三角

州や砂浜の拡大によって生
せいそくいき

息域を広

げました。

内湾泥底群集の貝たち
　内湾でも水深数ｍ～10ｍ以上の

深さで泥底となる場所にすむ貝たち

です。この群集は、縄文海進前期か

ら最盛期にかけて、内湾の湾央部か

ら湾奥部泥底に広く分布しました。

しかし、その後の海面低下による内

湾の縮小と砂の堆積により、泥底の

残る湾央部だけに分布しています。

内湾岩
がんしょう

礁性群集の貝たち
　内湾の波

はしょくだい

食台が広がる岩礁など磯

にすむ貝類群集です。岩に固着した

り、あるいは岩に穴をあけて生活す

る貝たちを含む群集です。

砂
さ れ き て い

礫底群集の貝たち
　湾口部など潮の流れの速い砂礫底

に生息する貝類群集を砂礫底群集と

呼びます。砂礫底群集の貝たちの化

石は、潮通しのよい湾
わんこう

口部などの砂

礫層から産出します。この群集の生

息する環境は分布する範囲が狭く限

られています。

沿岸砂底群集の貝たち
　湘南海岸など外洋に面した沿岸の

砂底にすむ貝たちです。この群集は、

約6000年前の縄文海進最盛期より

古い時代にはほとんどみられませ

ん。この貝類群集の生息できる沿岸

の環境が少なく、進出してくるのが

遅れたのでしょう。

ca b

d
e

fca b

11

砂礫底群集 沿岸砂底群集
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海面と貝類群集の垂
すいちょく

直変化
12

垂直変化はどのような
順序でできたのだろう

約1800 年前→

約 7000 年前→

約 9500 年前→

図．おぼれ谷の内湾における模式的な貝類群集の垂直変化

　約1万年前以降の海面の位置を示す証拠

が、低地をつくる地層（沖
ちゅうせきそう

積層）に残されて

います。縄文海進時に各地に分布したおぼ

れ谷の地層には、マガキやハイガイ、イボウ

ミニナなど湾奥の干潟にすむ貝、ウラカガ

ミやイヨスダレなどの内湾の水深の大きい

泥底にすむ貝、ハマグリやアサリ、カガミガ

イなど砂浜にすむ貝が多く含まれています。

過去にそこにすんでいたそれぞれの貝は生

きていた時の海面を示しています。さらに

貝殻の年代測定を行うことで、地層の積み

重なり方の移りかわりの時間経過を知るこ

とができるようになります。地層と貝類群

集の移りかわりの順序を考えてみましょう。
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10000年前

6000 年前

4000 年前

2000 年前

現　在

12

約 1 万年前以降現在までの海面
と貝類群集の移りかわり
　海面がｰ 120m であった２万年

前以降、海面は上昇をはじめまし

た。1万前ころの海面は、現在よ

写真 ( 左 )
約 4600 年前の干潟
群集カキ礁
（鶴見川河床）

写真 ( 右 )
ウラカガミを主とし
た約 5800 年前の内
湾泥底群集（川崎駅
前地下）

りも低い-40m前後に位置します。

海面の上昇とともにやってくるの

はマガキなどの干潟群集です。

　その後、急激な海面上昇があり、

約 6500 年前にはついに現在の海

面を越えました。そして、海進最

盛期の約 6000 ～ 5500 年前では

標高 4m前後の高い位置に達しま

した。このとき湾奥には干潟群集

が見られ、沖合にはウラカガミな

どの内湾泥底群集が見られます。

　そして約 5000 年前になると、

一転して海面の低下がはじまるの

です。このことによって、それま

でずっと内陸に向かって前進して

きた貝類群集は沖合側に移動して

いきます（たとえば、左図の干潟

群集の移動を参照）。

　そして約 4500 年前には 1.5m

まで下がってしまいました。その

後、約 3000 年前にかけては若干

の上昇をするのですが、約 2000

年前には現在と同じか若干低い位

置まで下がったようです。それ以

降はわずかな上がり下がりをくり

かえして現在の海面の位置になっ

たのです。海面の位置の時間経過

的な変化とともに地層をつくる堆
たい

積
せき

物と堆積場所、それにともなう

貝類群集が移動していきました。

図 . おぼれ谷型内湾の貝類群集の模式的な移りかわり

40m

0 m

40m

0 m

40m

0 m

40m

0 m

40m

0 m

貝マークの②は干
ひが た

潟群集、③は内湾砂底群集、④は
内湾泥底群集。貝類群集についてはワークテキスト
10・11 を参照。（松島 ､1984 から作成 )

参考文献
松島義章，1984．日本列島にお
ける後氷期の浅海性貝類群集
－特に環境変遷に伴うその時
間・空間的変遷－，神奈川博
研報（自然科学）．

前ページの図
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一万年前からの海面変化

13

貝類群集の地層の深さと年代
から海面変化を考えよう

　上の図の曲線は約１万年前以降にみられ

た相
そうたいてき

対的な海面の動きを示しています。沖

積層から見つかる潮
ちょうかんたい

間帯性の貝類群集の深

さと年代を調べ曲線をつなげていくことで

海面が上昇したようすをとらえることがで

きます。縦軸は海面 (地層 ) の高さ、横軸

は年代です。図中の点（潮間帯にすむ種、

感
かんちょういき

潮域にすむ種）を潮下帯にすむ種の点の

上側に引くように線でむすんでみて下さい。

このようにしてつくられる曲線を相対的海

面変化曲線とよんでいます。約 1万年前以

降、海面が急激に上昇してきた様子がよく

わかります。

図．約 1万年前以降の相対的海面変化曲線．松島 (1987) のデータより作成

内湾の潮下帯にすむ種

潮間帯にすむ種
感潮域にすむ種

木片
泥炭

年前

m

急激に上昇した、縄文の海
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　沖
ちゅうせき

積層中にみつかる貝化石につ

いて、貝殻を用いた放射性炭素同

位体法（14Ｃ年代測定）によって

年代を決めることができます。こ

のとき。二枚の殻がそろっている

貝化石（流されていない現地性の

化石）であれば、貝の生態的特徴

や分布の情報を地層にあてはめる

ことができます。

　上図は、前ページのワークであ

る相対的海面変化曲線を表した答

えの一例です。

　図の青い点は、感
かんちょういき

潮域にすむ貝

（ヤマトシジミ）、　潮
ちょうかんたい

間帯にすむ

貝（マガキ、ハイガイなど）が見

つかった高度と年代をプロットし

たものです。たとえば、図の中の

8800 年前、高度－ 38 ｍの場所の

点は、羽田空港の地下から得ら

れたマガキによる情報です。マガ

キなど潮間帯にすむ貝は海岸線付

内湾の潮下帯にすむ種

潮間帯にすむ種
感潮域にすむ種

木片
泥炭

14Ｃ年代測定に
ついて
　本ワークシー
トを含め、今回の
企画展であつか
った 14Ｃ年代測
定値は 1950 年を
基準に求められた
測定値を使ってい
ます。しかし最近
の 14Ｃ年代測定
法では、加速器質
量分析（ＡＭＳ）
による年代測定が
行われ、較正年代
あるいは暦年補正
年代が示されてい
ます。それによる
と、たとえば鬼界
アカホヤ火山灰は
約 7300 年前とな
り、これまで使わ
れてきた約 6300
年前という値よ
り 1000 年ほど古
い年代値となりま
す。本企画展で示
した貝殻等の 14

Ｃ年代の多くは、
古い年代決定法に
よる測定値（最初
に発表された値）
を用いています。

近にすんでいます。ですから、羽

田空港で -38 ｍの高さの場所は、

8800 年前の海岸線と考えてよい

でしょう。また、感潮域にすむ貝

もここでは海面に近くの高さと考

えて、潮間帯、感潮域の種の点（青

い丸と青い三角）を結ぶことで海

面の変化を示す曲線としました。

　また、曲線をむすぶとき、黄色の

丸点の上側を線が通るように注意し

ました。黄色い点は、潮下帯にすむ

貝の高さを示すのですから海面はそ

の上にあるはずだからです。

　この海面変化曲線からは、海

面が急激に上昇してきたようすが

わかります。約 9000 年前から約

7500 年前にかけては、30m海面

が上昇しています。これは、100

年で約２m上昇した計算となり

ます。急激な温暖化と海面上昇が

縄文時代にはあったのです。

約1万年前以降の海面変化曲線．松島(1987)のデータより作成。横軸は年代（年）縦軸は高度（ｍ）

13

年前

羽田空港地下の
マガキ

参考文献
松島義章編，1987．川崎市内沖
積層の総合研究．川崎市博物
館資料収集委員会．

松島義章，1987．多摩川・鶴見
川低地における完新世の相対
的海面変化．川崎市内沖積層
の総合研究．
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20ｍもの高さまで縄文海進？
14

早く消えた古
こなかむらわん

中村湾

上写真の崖のスケッチ（松島，1982 を加筆）

　上の写真は、大磯丘陵南西部の小田原市

小
お ぶ ね

船に見られた沖
ちゅうせきそう

積層と火山灰のローム層

からなる崖（露
ろ と う

頭）です。この地域では、

海抜 20 ｍ前後まで縄文海進時に堆積した

海成層が分布しています。これは縄文海進

最盛期に 20 ｍもの高さまで海面が上昇し

ていたということなのでしょうか？

　この地域では温暖種の

シオヤガイがはやばやと

消
しょうめつ

滅していった理由とあ

わせて考えてみましょう。
古中村湾

アカホヤ火山灰アカホヤ火山灰

上の写真と
比べてみよう

約1m
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　神奈川県の大
おおいそきゅうりょう

磯丘陵は地震によ

る隆
りゅうき

起をくり返してきた地帯です。

とくに丘陵の西側の縁
ふち

にある国
こ う

府

津
づ

- 松田断
だんそう

層はこの地域の隆起量

を大きくしています。前ページの

崖の写真で、縄文海進時の海
かいせいそう

成層

が標高20m付近もの高さまで分布

している理由は、この地震性の隆

起の結果によるものです。縄文海

進最盛期の海面上昇は神奈川県域

で４ｍ程度ですから、20ｍもの台

地の上まで海面が上昇したという

ことではないのです。

　古中村湾は、小田原市と二宮町

の境を流れる中村川 (押
おしきり

切川 )の低

地にできた内湾です。

　縄文海進の始まった約9000年前

から中村川の谷へ海水が入りはじめ、

約6500年前には、現在の海岸線から

約2.5kmも奥まで海が入りました。

　約6500年前の古中村湾から見

つかる貝には現在の相模湾沿岸で

は絶滅したハイガイ、シオヤガイ、

コゲツノブエなどがみられます。

これらの貝は約6500年前の温暖

期にあわせて南の暖かい海から北

上してきた温暖種です。しかしこ

の地域の温暖種は海水温の低下を

待つ前に消滅してしまいます。巨

大地震による隆起によって環境が

変化したためです。海水の古中村

湾から、汽水湖の古
こ な か む ら が た

中村潟が誕生

しました。その年代は約6500～

6300年前です。ちょうどこのころ

にアカホヤ火山灰が降り、古中村

湾の離
り す い

水時期を決める手がかりと

なりました。古中村潟にはそれま

での海の貝にかわり、汽
き す い

水域にす

写真：小田原市
小船の約 7000 ～
6500 年前の地層
（上）
　下部のシオヤガイ
などが生活する海の
環境から上部に向か
って徐々に潟の環境
へと移りかわる。

むヤマトシジミがすむようになり

ました。潟の西岸の羽根尾貝塚か

らもヤマトシジミが出土していま

す。この古中村潟もその後に起き

た巨大地震にともない消滅して湿

地へと変わっていったことが明ら

かにされています。

14

古中村湾

古中村湾の古環境と
貝類群集
　上：6500 年前
　下：5500 年前

写真：アカホヤ火山灰中の火山ガラス．
スケールは 0.1mm．（新井房夫氏撮影）

感潮域群集
干潟群集
内湾砂底群集
内湾泥底群集
内湾岩礁性群集

写真（下）
　シオヤガイ

参考文献
松島義章，1982．相模湾北岸，
足柄平野における沖積層の
14C年代とそれに関連する問
題．第四紀研究,20．

松島義章，2003．小田原市羽根
尾から産出した完新統下原貝
層の貝化石について．神奈川
自然誌資料,24.
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縄文時代における温暖種の消長
　およそ 6500 年～ 5500 年前の縄文海進

の最盛期には海面が現在より高かっただけ

でなく、海水温も高かったことが知られて

います。南関東でも、この時期につくられ

た多くの貝塚からはマガキやハマグリに混

じって、ハイガイやシオヤガイといった貝

15

が出土しています。これらは南関東より高

水温の西日本以南の内湾にすむ暖
だんりゅう

流系種で

す。このように現在の貝化石の産地より高

水温の場所にすむ種を、その化石産地での

温暖種とよんでいます。

　上の図では縦軸に時間軸、横軸に日本列

島の水平距離をとってそれぞれの温暖種の

分布を示しました。縄文海進にともなって、

黒潮によって貝の現在すんでいる場所から

どれくらい北上したのか、図から読みとっ

て下さい。

日本の各地域で
温暖種がちがうよ

日本列島太平洋岸にみられる縄文海進に伴う温暖種の時空分布（松島、1984 に加筆）

黒 潮 に の っ た 温 暖 種
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　前ページの図からは、およそ

１万年前からの温暖種の分布の

移りかわりを読むことができま

す。南から北上してきた温暖種は、

個々の種が出現し、消滅する時期

のちがいから２つのグループに分

けることができます。

　第１のグループは、ハイガイや

シオヤガイ、コゲツノブエといっ

た亜熱帯種の貝類群です。第２の

グループには、カモノアシガキ、

チリメンユキガイ、タイワンシラ

トリなどが含まれる熱帯種の貝類

群です。

　たとえば、第１のグループにつ

いて、南関東での亜熱帯種のハイ

ガイの動きを見てみましょう。お

よそ 9500 年前に出現して広く分

布しています。そして 5000 年前

ころから少なくなりはじめ、お

よそ 1500 年前には消滅していま

す。同じグループのシオヤガイも

約 5000 年前を境に滅んでいるよ

うです。この約 5000 年前という

のは、海面が下がり始めたととも

に、砂底の海岸が発達した時期と

重なります。

　熱帯種の第２グループは、第１

グループより遅れて約 6500 年前

ころから出現し、約 4200 年前ま

で短い期間のみ南関東に分布して

いました。この熱帯種の中には、

現在、台湾やフィリピンまでいか

ないと分布しない種類も見られま

す。どうやら、この時期は黒潮の

勢いが現在よりもずっと強く、南

方系の貝類を北上させていたので

しょう。

■シオヤガイ

■コゲツノブエ

■カモノアシガキ

■タイワンシラトリ

■チリメンユキガイ

15

■ハイガイ

参考文献 : 松島義章，1984．日本列島における後氷期の浅海性貝類群集－特に環境変遷に伴うその時間・空間的変遷－，神奈川博研報（自然科学）．
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縄文時代の化石サンゴ礁
16

　房総半島南端の館
たてやま

山湾には、現在、規模

は小さいながらもサンゴ礁
しょう

が分布しており、

世界的にみてサンゴの北限のものとして大

変貴重な存在となっています。ところが約

6500～ 5500年前の縄文時代には現在よりは

るかに規模の大きな立派なサンゴ礁が形成

されていました。それは館山湾周辺に分布

する沖積層に化石サンゴ礁として残され、広

く「沼
ぬま

サンゴ層」とよばれています。

　サンゴの生長率は水温によって変化します。

化石サンゴ礁から当時の
海水温を推測してみよう

図．千葉県館山市香に分布する約 6500 年前の沼サンゴ層．左はキクメイシ、右はアオバナイボヤギ．

図．沼サンゴ層産のキクメ
イシにみられる生長

低水温のときには

サンゴの生長がお

そくなり、暖かい

適当な水温のとき

には速く生長しま

す。右図のサンゴ

の縦断面には、夏

と冬の生長の差に

よる段がみられま

す。このサンゴは

８㎝生長するのに

およそ何年かかっ

ているか段を数え

て調べて下さい。
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サンゴの生長率
　前ページに示した生長差の段を

持つキクメイシは、どれくらいの

生長率でしたか。同じ種類のサン

ゴであれば、生長に適した南の海

にすむサンゴほど速く生長します。

沼サンゴ層からのキクメイシと、

日本各地に現在すんでいるキクメ

イシの生長率を比べた研究があり

ます※１。それによると、沼サンゴ

層のキクメイシの生長率は、奄美

大島の結果と近くなっています。

この結果は、沼サンゴ層が発達し

た約6500年前の館山湾の水温が、

現在の奄美大島付近と近いもので

あったことを示しています。

沼サンゴ層からの貝化石
　化石サンゴ礁のサンゴは、キ

クメイシ、マルキクメイシ、ア

ワサンゴ、キクカサンゴ、アオ

バナイボヤギなどの造礁性サン

ゴを主体に約 80 種が知られてい

ます。種類数の点では鹿児島南

部から奄美大島にみられるサン

ゴ礁に匹敵するとされています。

サンゴと一緒にみられる貝化石

からはベニエガイ、ヨロイガイ、

オハグロガキといった紀伊半島

以南に分布する熱帯種が見つか

っています。これらは現在の南

関東には分布していない種です。

このような点から沼サンゴ礁が

分布していた約 6500 ～ 5500 年

前の館山湾の環境を推定すると、

現在の紀伊半島以南、南九州から

奄美半島ほどの暖かな海水の洗

う内湾になっていたと考えられ、

冬期の海水温がおよそ２℃ほど

高かったとされています。

房総半島南端部におけ
る縄文海進最高期の貝
類群集とサンゴ礁の分
布（松島 1979 に加筆）

現在の造礁性サン
ゴ類の種数変化
（西平・Veron,1995)
八重山諸島 (363 種 )
沖縄諸島 (338 種 )
奄美諸島 (201 種 )
種子島周辺 (151 種 )
土佐清水 (127 種 )
天草諸島 (98 種 )
白浜周辺 (77 種 )
串本周辺 (95 種 )
伊豆半島南端 (42 種 )
館山周辺 (25 種 )
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※１
キクメイシの生長率
（千葉県地学教育研究
会 ,1963）

沼サンゴ層産
　4.61mm
三浦半島三崎産
　3.00mm
伊豆半島西岸江ノ浦湾産
　3.01mm
奄美大島産
　4.82mm

●参考文献
千 葉 県 地 学 教 育 研 究 会
,1963. 千葉県地学図集第
４集サンゴ編

西平守孝・JEN Veron,1995. 日
本の造礁サンゴ類、海游
舎

浜田隆士 ,1963. 千葉県沼サン
ゴ礁の諸問題 .地学研究記
念特集号

松島義章 ,1979. 南関東におけ
る縄文海進に伴う貝類群
集の変遷 .第四紀研究 ,17

造礁性サンゴの種数変化


